
平成２８年度第１回
「人口問題・少子化対策推進本部」会議資料

平成２８年４月２２日開催
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１．根室市創生総合戦略の効果検証について

各事業の実施
状況調査
（毎年６月）

決算額・ＫＰＩ（数
値）内部評価

市民意識調査
（毎年６月）

ＫＰＩ（市民満足
度指数）把握

効果検証
（１０月）

※根室市創生有識者会議
※人口ビジョン・総合戦略等に関
する特別委員会

※人口問題・少子化対策推進本部

検証結果を踏まえた施策の見直しや総合戦略の改訂
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※事務事業評価（中間・事後評価）



２．市民意識調査の概要（予定）
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目 的 ： 第９期根室市総合計画及び根室市創生総合戦略に掲げた成果指標、並びに重要業績評価指
標（ＫＰＩ）のうち、市民満足度を指標としているものについて、現状値を把握する。

調査対象 ： １６歳以上の市民３，０００人から無作為に抽出

調査方法 ： 郵送による無記名アンケート調査

調査期間 ： 平成２８年６月～７月

結果公表 ： 平成２８年１０月

実施方法 ： 民間事業者へ業務委託



３．総合戦略の基本目標、具体的な施策等一覧

別紙、資料１参照
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４．平成２７年度の実施状況（速報版）

基本目標－１ 『住み続けられる「安心」と「支え合い」の地域を守り、若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる』

数値目標
現状値（Ｈ26） 速報値（Ｈ28.3）

項目 目標値（Ｈ31）

①合計特殊出生率 １．４９ １．３７（Ｈ２３）
１．５３

（※Ｈ２４数値）

②年少人口割合
１０．３％

（根室市独自推計②）
１０．０％

（社人研推計値）
１１．３％

（H27.12末住基台帳）

③幼稚園・保育所待機児童数 季節待機児童数ゼロ ０人
０人

※地域課題あり

④市内分娩可能施設 １カ所 ０カ所 ０カ所
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施策区分 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値（Ｈ31） 速報値（Ｈ28.3）

（ア）－①
独身者の出会いの場に参加した人数 ５年で男女２００人 ３６名

子育てサークルの活動支援件数 ５年で２００件 ４７件

（ア）－②

保育料や学校給食費等が無料になる多子世帯
数

５年で延べ１，４００世帯
増加

延べ２４１世帯

子育て環境や支援に満足している保護者の割合 ３０．０％
―

（意識調査未実施）

（ア）－③

幼稚園、保育所待機児童数 ゼロ名維持 ゼロ名

乳幼児や子どものための福祉施設の状況に満足
している市民の割合

３０．０％
―

（意識調査未実施）

（ア）－④

保育所における通年開所の割合 １００％ ７１．４％

留守家庭児童会・放課後教室等の利用者数 年間延べ４６，０００人 延べ４９，２０５人

パパママ学級への男性の参加率 ４０．０％ ２８．９％

（イ）－①

病院などの医療機関の状況に満足している市民
の割合

３５．０％
―

（意識調査未実施）

修学資金の貸付後にＵＩターンした医療従事者数 ５年で５０人増加 ６人

重要業績評価指標（ＫＰＩ）
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基本目標－２ 『住みたいと思える「ひと」と「しごと」を呼び込み、安定した雇用、新しい人の流れをつくる』

数値目標
現状値（Ｈ26）

速報値
（H27.12末住基台帳）項目 目標値（Ｈ31）

①２０～３９歳女性の人口 ２，３５７人確保 ２，９３０人 ２，５３０人

②生産年齢人口割合 ５６．５％ ６１．３％ ５８．２％

③人口減少率 ０．８１％ １．７８％ １．５７％

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

施策区分 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値（Ｈ31） 速報値（Ｈ28.3）

（ア）－①

なでしこバンクに登録し各種資格を取得した人数 ５年で７５人増加 ２人（登録１０人）

人口１，０００人当たりの就職者数 ２５人 調査中

季節労働者数 ４７３人 ５０９人

就業規則に出産休暇を定めている企業の割合 １００％ ３８．５％
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施策区分 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値（Ｈ31） 速報値（Ｈ28.3）

（ア）－②
修学資金の貸付後にＵＩターンした人数 ５年で５０人増加 ６人

新規創業件数 ５年で１５件増加 １件

（ア）－③
人口１，０００人当たりの法人数 ２８件 ２６件

商店街における出店店舗数 ５年で１０件増加 １件

（ア）－④

新規漁業就業者数 ５年で５０人増加 ５人

新規農林業就業者数 ５年で１５人増加 １人

新規狩猟免許取得者数 ５年で３５人増加 延べ１０人

（ア）－⑤

６次産業化、地産地消法及び農商工等連携促進
法の認定事業者数

２事業者 １事業者

産学官金連携事業による研究成果の件数 ２０件 １５件

輸出の取組みに参画する意向がある市内企業数 １５社 １２社

根室税関支署管内の輸出入貿易額 年間５０億円 年間４９．５４億円
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施策区分 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値（Ｈ31） 速報値（Ｈ28.3）

（イ）－①

根室市への移住者数 ５年で２５人増加 ８人

移住相談ワンストップ窓口への相談件数 年間５０件 年間３９件

長期滞在者の滞在日数 年間延べ１，０００日間 年間延べ１，６１４日間

（イ）－②

冬期間における観光客入込数の割合 ２０．０％ １６．０％

外国人宿泊客数 年間２，５００人 年間２，３０５人

観光客入込数のうち宿泊者数の割合 １８．０％ １７．９％

基本目標－３ 『みんなで実践する「市民協働」を推進し、時代にあった地域をつくり市民サービスを維持する』

数値目標
現状値（Ｈ26） 速報値（Ｈ28.3）

項目 目標値（Ｈ31）

①地域活動や審議会等への女
性参加率

２５．０％ ２０．６％ ２２．７％

②まちづくりへ参加したいと思う
市民の割合

８５．０％ ７９．４％
―

（意識調査未実施）

③２０～３９歳女性人口 ２，３５７人確保 ２，９３０人 ２，５３０人
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施策区分 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値（Ｈ31） 速報値（Ｈ28.3）

（ア）－① 市民活動に関する相談件数 ５年で１０件 ３件

（ア）－②

地域おこし協力隊を活用し地域活性化に取り組む
団体・地区

５年で２団体・地区増加 ゼロ

根室市に移住した地域おこし協力隊員の人数 ５年で１０人 ３人

（イ）－① 民間等による利活用が行われた旧学校施設 ５年で３施設 ０施設

（イ）－②

民間企業等からの職員受入人数 ５年で２名 １名

ふるさと納税制度を活用した寄附受納額 総額１０億円増加 １２．９億円

ふるさと寄附受納額のうち、総合戦略に掲げた事
業の推進に活用した寄附金額

総額１０億円 ７．０７億円

重要業績評価指標（ＫＰＩ）
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５．人口の推移

現状：2015年（Ｈ27年）の人口は、人口ビジョンで示した推計値を430人上回っているが、2015国勢調査の速報値では、280人下回っている。
また、年齢3区分のうち、老年人口については、推計値を202人上回っている。 11
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現状：生産年齢人口について、2015年（Ｈ27年）人口では2015年推計値を２０１人上回っているが、構成割合では、老年人口が推計を上回るス
ピードで増加していることから、推計値５８．６％に対し５８．２％となっている。
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2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年
2015年

（推計値）

2020年

（目標値）

住民基本台帳数値 2,850 2,763 2,838 2,705 2,623 2,530 2,532 2,357

総人口に占める割合 9.6% 9.5% 9.8% 9.5% 9.4% 9.2% 9.3% 9.1%
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現状：2015年（Ｈ27年）の20～39歳の女性人口は、概ね推計どおりとなっているが、現状の減少スピードでは2020年の目標値を大きく下回
る可能性がある。
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現状：転出超過は依然として３００人前後で推移しているが、転入者
数は、上昇傾向も伺える。
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◆ 以上の傾向から、人口減少の抑制に向けては、「生産年齢人口」と「若い女性」の減少を抑制することが効果的で
あり、今後ともより一層重点的に取り組む必要がある。

現状：人口は20～39歳女性の人口同様、減少傾向にあるものの、出生率につ
いては、横ばいとなっている。
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